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・
思
い
や
り
が
あ
り
、
他
と
協
調
で
き

る
生
徒
。

・
情
操
を
養
い
、
美
し
い
も
の
を
愛
す

る
生
徒
。

・
生
命
を
尊
び
、
健
康
増
進
に
努
め
る

生
徒
。

校
内
研
で
は
何
を

「
豊
か
な
心
を
も
ち
、
主
体
的
に
生

き
る
生
徒
の
育
成
」
を
テ
ー
マ
に

・
教
科
、
道
徳
の
授
業
づ
く
り

・
学
級
づ
く
り

・
総
合
的
な
学
習
の
時
間

に
つ
い
て
、研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

学
校
の
様
子

「
基
礎
的
・
基
本
的
な
学
習
内

容
を
確
実
に
身
に
つ
け
る
」た
め
、

先
生
方
の
前
向
き
な
姿
勢
と
好
意

に
よ
り
、
三
年
生
の
数
学
と
英
語

の
授
業
に
お
い
て
は
、
学
級
を
二

つ
に
分
け
少
人
数
で
授
業
を
し
て

い
ま
す
。（
十
八
人
ず
つ
）
ま
た
、

数
学
の
授
業
で
は
県
教
育
委
員
会

か
ら
教
員
を
一
名
増
や
し
て
い
た

だ
き
教
師
二
名
（
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ

ー
チ
ン
グ
）
で
授
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

道
志
中
学
校

今
回
か
ら
村
の
広
報
に
よ
り
中
学
校

の
行
事
や
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
お
知

ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
を
よ
り
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

地
域
に
根
ざ
し
た
、
開
か
れ
た
学
校
を

め
ざ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

道
志
中
学
校
の
歴
史

本
校
は
、
昭
和
二
十
二
年
に
新
制
中

学
校
と
し
て
生
徒
数
百
八
十
三
名
で
開

校
し
ま
し
た
。

昭
和
二
十
四
年
に
は
、
本
校
、
分
校

の
校
舎
落
成
式
を
行
い
ま
し
た
。
昭
和

四
十
九
年
に
本
校
、
分
校
が
閉
校
し
、

新
し
い
道
志
中
学
校
が
開
校
し
ま
し
た
。

平
成
四
年
度
か
ら
完
全
学
校
給
食
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

生
徒
数
は
、
昭
和
四
十
一
年
度
の
二

百
八
十
三
名
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
い

ま
す
。

現
在
各
学
年
一
学
級
で
、
全
校
生
徒

数
九
十
三
名
、
職
員
十
七
名
で
す
。

道
志
中
学
校
の
学
校
教
育
目
標
は

「
人
間
性
豊
か
な
生
徒
の
育
成
」

・
自
主
性
を
高
め
、
進
ん
で
学
習
す
る

生
徒
。

・
勤
労
を
尊
び
、責
任
を
果
た
す
生
徒
。

中
学
校
だ
よ
り

�

ティームティーチング
担当の佐藤文泰教諭は、「生徒一人ひとり
の進度や、つまづきがわかり非常に有効
な授業形態であります。」と言っています。

若

鮎

祭

九
月
十
四
日
、
十
五
日
と
年
間
の

最
大
行
事
で
あ
る
若
鮎
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

十
四
日
の
文
化
部
門
に
お
い
て
は
、

太
鼓
、
合
唱
、
演
劇
と
各
学
年
の
特

徴
を
出
し
て
の
発
表
会
で
し
た
。

太
鼓
活
動
は
、
一
昨
年
度
ま
で
男

子
全
員
に
よ
る
活
動
で
し
た
が
、
昨

年
度
よ
り
学
級
で
の
太
鼓
活
動
と
し

て
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
一
年

生
が
、「
流
鏑
太
鼓
」
二
年
生
が
「
神

楽
太
鼓
」
三
年
生
が
、「
雷
太
鼓
」
を

演
奏
し
ま
し
た
。

親子ゲーム
１５日の体育部門での親子ゲームは、我が子
の成長を肌で感じたことと思います。 太鼓の演奏
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行
楽
客
の
足
も
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
た
九
月

一
日
、
今
年
も
婦
人
会
・
日
赤
奉
仕
団
の

皆
さ
ん
に
よ
る
河
川
清
掃
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

当
日
は
村
主
催
の
防
災
訓
練
と
重
な
っ

た
為
、
午
前
、
午
後
と
二
班
に
分
か
れ
、

地
区
毎
に
道
志
川
全
域
に
渡
っ
て
、
会
員

約
五
十
名
が
汗
を
流
し
ま
し
た
。

用
意
し
た
ポ
リ
袋
に
は
、
空
き
缶
を
中

心
に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ビ
ニ
ー
ル
等
の

ゴ
ミ
が
拾
い
込
ま
れ
、
地
区
の
ゴ
ミ
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

一
時
期
か
ら
み
る
と
ゴ
ミ
も
大
分
少
な

く
な
り
、
行
楽
客
等
の
マ
ナ
ー
の
向
上
が

窺
え
る
、
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
ご
苦
労
さ
ま
で
し

た
。

今
年
も
、小
中
学
校
の
ご
協
力
に
依
り
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
よ
り
多
数
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

各
校
で
予
め
選
定
し
た
作
品
か
ら
審
査
の
結
果
最
終
的
に
次
の
作
品
が
入
選
致
し
ま
し
た
。

○
小
学
校
の
部

・
毎
日
の
　
す
て
き
な
笑
顔
は
　
家
庭
か
ら

四
年

佐
藤
　
　
毅

・
や
す
ら
ぎ
は
　
家
族
の
笑
顔
　
み
え
た
時

四
年

渡
辺
　
　
司

・
あ
い
さ
つ
が
　
す
な
お
に
言
え
る
　
明
る
い
家
庭

五
年

山
口
　
雅
人

・
あ
い
さ
つ
を
　
す
す
ん
で
す
る
子
　
げ
ん
気
な
子

五
年

佐
藤
　
　
拓

・
誰
に
で
も
　
あ
い
さ
つ
か
わ
す
　
道
志
の
子

六
年

池
谷
　
友
希

・
お
茶
の
間
で
　
話
す
家
族
の
　
笑
い
顔

六
年

山
口
　
綾
香

・
悪
い
事
　
こ
と
わ
る
勇
気
　
な
い
と
だ
め
　

六
年

山
口
　
智
美

○
中
学
校
の
部

・
お
か
え
り
の
　
あ
た
た
か
い
声
　
大
切
に

一
年

佐
藤
さ
お
り

・
健
康
は
　
家
族
み
ん
な
の
　
宝
物

一
年

杉
本
　
尚
樹

・
や
さ
し
さ
の
　
笑
顔
で
は
ぐ
く
む
　
家
庭
の
輪

一
年

杉
本
　
瑠
美

・
気
を
つ
け
ろ
　
あ
な
た
に
届
く
　
甘
い
声

一
年

山
口
　
有
紀

・
小
さ
な
輪
　
大
き
く
育
て
る
　
家
庭
の
日

二
年

池
谷
　
麻
衣

・「
あ
り
が
と
う
」

家
族
の
中
に
も
　
礼
儀
あ
り

三
年

山
本
　
　
渉

以
上
各
校
七
点
で
、
十
一
月
三
日
（
文
化
の
日
）
に
、
文
化
祭
開
場
で
入
選
者
の
表
彰
を
行

う
予
定
で
す
。

道
志
村
青
少
年
総
合
対
策
本
部

青
少
年
育
成
道
志
村
民
会
議

道
志
川
の

清
掃
を
行
い
ま
し
た

道
志
川
の

清
掃
を
行
い
ま
し
た

平成15年度に村が実施する浄化槽工事を希望する方は、下記の期間にて
申込みを受け付けます。

実施年度 平成15年度内

予定基数 40基

受付期間 平成14年10月21日～平成14年12月20日

※申込み用紙は役場にありますので、担当者に申し出をして下さい。

平成15年度 浄化槽工事の受付についてお知らせ

河川清掃

「
家
庭
の
日
」・「
青
少
年
を
育
む
日
」
標
語
入
選
作
品
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「
第
十
八
回
山
梨
県
少
林
寺
拳
法
大
会
」

（
第
五
十
五
回
山
梨
県
体
育
祭
り
少
林
寺

拳
法
競
技
会
）
が
去
る
九
月
八
日
小
瀬
ス

ポ
ー
ツ
公
園
武
道
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

本
村
少
林
寺
拳
法
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
よ

り
池
谷
優
君
（
中
三
）・
山
口
竜
一
君
（
中

三
）
組
と
渡
辺
淳
平
君
（
中
三
）・
池
谷
裕

基
君
（
中
三
）・
水
越
春
彦
君
（
中
一
）
組

が
中
学
生
自
由
組
演
武
の
部
に
出
場
し
、

そ
れ
ぞ
れ
予
選
を
通
過
し
、
見
事
竜
一

君
・
優
君
組
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
、
十
一

月
二
十
四
日
、
大
阪
府
で
行
わ
れ
る
全
国

大
会
参
加
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
ま
た
少

年
団
Ｏ
Ｂ
の
池
谷
拓
真
君
（
高
二
）
も
今

大
会
二
種
目
に
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
最
優

秀
賞
に
輝
き
全
国
大
会
に
参
加
致
し
ま
す
。

少
林
寺
拳
法

全
国
大
会
へ
出
場
決
定

全
国
大
会
へ
出
場
決
定

来る11月2日から4日までの3日間、甲府市のアイメッセ

山梨において、「花・ときめく旬感」をテーマに「ジャパン

フラワーフェスティバルやまなし2002」が開催されます。

この「ジャパンフラワーフェスティバル」は、平成2年に

開催された「国際花と緑の博覧会」の理念である「自然と人

間との共生」を継承し、全国に花のある生活を広げるため、

毎年各都道府県で開催されている「日本最大級の花の祭典」

で、今回が12回目となります。

フェスティバルでは、山梨県ブースを始め北は青森から南

は沖縄まで全国19県の花の展示、フラワーアレンジメントや

押し花など花に関する各種の教室、環境にやさしい生産技術

の紹介、全国花き品評会、さらに交流ステージではフラワーオークションやコンサートなどの

イベントが行われます。また、屋内外の「富士の国みのりの広場」では、ガーデニンググッズ

を始め県内の農畜産物などの特産品が販売されます。

このフェスティバルの主役は約30万本の切り花によるデザイン展示や本県を代表する洋ら

んの新品種などです。多くの村民の皆様に花のある生活の素晴らしさを感じていただければ幸

いです。

なお、前売入場券は県内のＪＡや花屋などで販売されています。

期　　　間 11月2日 (土)～11月4日 (月、振替休日）

時　　　間 午前9時～午後5時（初日は午前10時45分に開場）

場　　　所 アイメッセ山梨（甲府市）

入　場　料 当日入場券1,000円、団体(20名以上)入場券800円
前売入場券 800円
※中学生以下、障害者手帳をお持ちの方とその介護者1名まで無料

問い合せ先 県庁花き農産課内
ジャパンフラワーフェスティバルやまなし2002実行委員会事務局
TEL 055 (223) 1611 FAX 055 (223) 1615

西野師範と参加者

「ジャパンフラワーフェスティバルやまなし2002」
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全
国
の
法
務
局
で
は
、本
年
十
月
か
ら
、

五
年
以
上
登
記
の
な
い
株
式
会
社
に
つ
い

て
、
商
法
第
四
〇
六
条
ノ
三
の
規
定
に
よ

る
休
眠
会
社
の
整
理
作
業
を
行
い
ま
す
。

本
年
十
月
一
日
の
時
点
で
最
後
の
登
記

か
ら
五
年
を
経
過
し
て
い
る
株
式
会
社
は
、

十
二
月
二
日
（
月
）
ま
で
に
登
記
の
申
請

又
は
「
ま
だ
営
業
を
廃
止
し
て
い
な
い
」

期
　
日十

一
月
十
日
（日）

午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
三
時

場
　
所富

士
北
麓
公
園
小
駐
車
場

内
　
容

★
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
・
パ
レ
ー
ド

★
ま
つ
り
広
場

地
場
産
品
・
農
林
産
物
販
売
・
屋
台

各
種
展
示
Ｐ
Ｒ
な
ど

★
ふ
れ
あ
い
広
場

地
元
太
鼓
・
吹
奏
楽
団
演
奏
・
モ
ダ

ン
ダ
ン
ス
な
ど

★
お
た
の
し
み
抽
選
会

地
元
の
特
産
品
や
地
場
産
品
な
ど
を

第
十
六
回
　
県
民
の
日

富
士
吉
田
会
場
の
ご
案
内

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
九
月
二
十

一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。初

日
に
は
役
場
前
の
国
道
に
横
断
幕
、

ま
た
道
志
村
内
八
ケ
所
に
幟
旗
等
を
掲

げ
、
交
通
安
全
事
故
防
止
へ
の
呼
び
か
け

を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
都
留
署
と
都
留
交
通
安
全
協
会

道
志
支
部
の
役
員
は
八
月
に
死
亡
事
故
が

起
き
た
急
カ
ー
ブ
な
ど
の
村
内
五
ケ
所
の

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
「
急
カ
ー
ブ
危
険
」
と

書
か
れ
た
シ
ー
ト
を
張
り
付
け
て
事
故
防

止
へ
の
推
進
を
行
う
。

体
験
農
園
管
理
者
は
、
今
年
モ
デ
ル
農

園
に
お
い
て
へ
ち
ま
を
栽
培
し
て
み
た
と

こ
ろ
沢
山
の
へ
ち
ま
が
実
り
ま
し
た
。
こ

の
へ
ち
ま
の
茎
か
ら
出
る
水
分
は
、
化
粧

水
に
も
な
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
へ
ち
ま
は
、
特
に
浴
用
の
利
用

に
お
い
て
身
体
の
血
行
を
よ
く
す
る
こ
と

で
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

来
年
は
皆
さ
ん
、
へ
ち
ま
で
た
わ
し
や

化
粧
水
を
つ
く
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

詳
し
い
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
道
志

体
験
農
園
管
理
者
、
佐
藤
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

電
話
　
〇
五
五
四
（
二
〇
）
四
五
八
一

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

実
施
さ
れ
た

ガードレールにシートを設置（都留署と安協道志支部の方々）

道
志
体
験
農
園
で

へ
ち
ま
が
沢
山
収
穫
で
き
ま
し
たたくさんの大きなへちまを収穫

株
式
会
社
の
経
営
者
の
方
へ

休
眠
会
社
整
理
の
お
知
ら
せ

プ
レ
ゼ
ン
ト

★
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

三
十
区
画
の
大
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

○
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
者
を

募
集
し
ま
す
。

申
込
期
限

十
月
十
八
日
（金）

（
区
画
数
三
十
…
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
に
な
り
ま
す
）

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
①
郵
便
番
号
②
住
所
③
氏
名

④
電
話
番
号
⑤
主
な
商
品
名
を
記
入
の

う
え
、
左
記
あ
て
に
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。

〒
四
〇
二
│
〇
〇
五
四

都
留
市
田
原
三
│
三
│
三

山
梨
県
富
士
北
麓
・
東
部
地
域
振
興
局

企
画
振
興
部
　
地
域
振
興
課
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
五
五
四
―
四
五
―
七
八
〇
一

旨
の
提
出
を
し
な
い
限
り
、
解
散
し
た
も

の
と
み
な
さ
れ
、
職
権
で
解
散
の
登
記
が

さ
れ
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

御
不
明
な
点
は
、
お
近
く
の
法
務
局
ま

で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

甲
府
地
方
法
務
局



害
者
に
も
、
そ
し
て
加
害
者
に
も
な
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
、
よ
り
一
層
自
賠
責
制
度

の
役
割
や
、
保
険
金
支
払
い
の
新
し
い
し

く
み
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

バ
イ
ク
・
原
付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て

の
自
動
車
の
保
有
者
に
、
自
動
車
一
台
ご

と
に
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
保
険

が
、
自
賠
責
保
険
・
共
済
で
す
。
交
通
事

故
に
よ
り
加
害
者
と
な
っ
た
と
き
は
、
被

害
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
を
負
い
ま

す
。
強
制
保
険
で
あ
る
自
賠
責
保
険
・
共

済
は
、
す
べ
て
の
加
害
者
の
賠
償
責
任
を

担
保
す
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
被
害
者

の
基
本
的
な
対
人
賠
償
を
保
障
す
る
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

自
賠
責
保
険
・
共
済
の
期
限
は
切
れ
て
い

ま
せ
ん
か
？

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一
の
交
通

事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人
賠
償
を
目
的

と
し
て
、
バ
イ
ク
・
原
付
自
転
車
を
含
む

す
べ
て
の
自
動
車
に
加
入
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
る
保
険
で

す
。
車
検
制
度
の

な
い
バ
イ
ク
・
原

付
自
転
車
は
、
特

に
期
限
切
れ
、
か

け
忘
れ
に
ご
注
意

を
！

自
賠
責
制
度
の
詳

し
い
内
容
は
、

h
ttp
://w

w
w
.jib
a
is
e
k
i.c
o
m

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

（11）

労
働
保
険
は
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
の

総
称
で
す
。
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し

て
い
る
事
業
主
は
、
法
人
・
個
人
を
問
わ

ず
、
労
働
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

未
加
入
の
事
業
主
の
方
は
今
す
ぐ
加
入

手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ
は

○
都
留
労
働
基
準
監
督
署

電
　
話

〇
五
五
四（
四
三
）二
一
九
五

○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
都
留

電
　
話

〇
五
五
四（
四
三
）五
一
四
一

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
年
間
百
二
十

万
件
を
超
え
る
交
通
事
故
の
被
害
者
に
支

払
わ
れ
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
の
死
傷
者
数
は
、
こ
の
十
年

間
で
約
四
十
五
％
増
加
し
、
死
亡
者
数
こ

そ
増
加
し
て
い
な
い
も
の
の
、
平
成
十
三

年
度
は
過
去
最
悪
の
百
十
九
万
人
に
も
及

び
、
過
去
最
悪
の
数
字
で
す
。

増
え
続
け
る
交
通
事
故
は
、
誰
も
が
被

「
支
え
合
う

働
く
み
ん
な
の
　

労
働
保
険
」

十
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
で
す

ご
存
じ
で
す
か
、

自
賠
責
の
こ
と

第
十
八
回

道
志
村
文
化
祭

出
演
者
・
出
展
者
大
募
集

道
志
村
文
化
協
会
で
は
、
村
民
の
文
化
活
動
の
発
表
の
場
と
し
て
十
一
月
三
日
（日）
道

志
中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
文
化
祭
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
村
民
の
皆
様
の
出
演
出
展

を
次
よ
り
募
集
い
た
し
ま
す
。

展
示
の
部

保
育
園
児
・
小
中
学
生
の
作
品
、
絵
画
、
手
芸
、
書
、
華
道
、
写
真
、
菊
、

工
作
物
、
そ
の
他
e
t
c
…

芸
能
の
部

舞
踊
、
詩
吟
、
音
楽
、
演
劇
、
民
謡
、
伝
統
芸
能
、
太
鼓
、
そ
の
他
e
t
c
…

実
　
　
演

茶
道
、
華
道
、
そ
の
他

申
込
期
日

十
月
十
八
日
（
金
）

申
込
方
法

氏
名
と
出
演
出
展
の
種
目
を
記
入
。
電
話
で
も
可

申

込

先

教
育
委
員
会

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
、
こ
れ
か
ら
犬
を

飼
お
う
と
思
っ
て
い
る
方
を
対
象
に
、
犬

の
し
つ
け
方
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

モ
デ
ル
犬
で
の
実
演
を
見
な
が
ら
、
犬

の
飼
育
管
理
の
方
法
や
し
つ
け
方
の
基
本

を
楽
し
く
学
べ
ま
す
。

日
　
時

平
成
十
四
年
十
月
二
十
九
日
（火）

午
後
一
時
三
十
分
〜

午
後
三
時
三
十
分

場
　
所

富
士
吉
田
市
上
吉
田
一
│
二
│
五

富
士
吉
田
合
同
庁
舎
内
　
二
階

大
会
議
室

講
　
師

埼
玉
県
入
間
郡
大
井
町

（株）
オ
ー
ル
ド
ッ
グ
セ
ン
タ
ー

参
加
費

無
　
料

そ
の
他

・
参
加
者
の
犬
の
同
伴
は
で
き

ま
せ
ん

・
雨
天
等
で
も
実
施

主
　
催

吉
田
保
健
所
・
山
梨
県
動
物
愛

護
指
導
セ
ン
タ
ー

問
い
合
せ
わ
先

吉
田
保
健
所
　
衛
生
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
二
四
―
九
〇
三
三

犬
の
し
つ
け
方
教
室

開
催
の
お
知
ら
せ



10 月 の 納 税

平成14年10月１日（12）みなさんの身近な話題・ニュースをお寄せ下さい。
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菅谷　優希
ゆうき

ちゃん（竹之本）

平成13年９月24日生

父 嘉久さん　母 美雪さん

平成14年10月1日

第262号
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人口　2,162人　男　1,065人　女1,097人　世帯数594（H14. 9. 1現在）

道 志 の 湯

水 源 の 森

ギャラリー水源の森

屋 内 プ ー ル

道 の 駅 ど う し

計

20,797

9 ,757

723

1 ,907

118 ,383

151 ,567

8月の公共施設等の利用状況
（単位：人）

佐藤い志子さん（川村）

大正８年８月１日生

村 県 民 税（第3期）

わが家の

アイドル

おじいちゃんおばあちゃん

下
白
井
平
　
水
越
　
天
陽
く
ん

水
越
一
光

お
誕
生
お
め
で
と
う(

出
生)

（
届
出
人
）

10月 主な行事
1日　ツベルクリン乳児

2日　道小5年横浜訪問～3

3日　ＢＣＧ乳児、事後指導唐沢実施分

6日　村民体育祭（雨天決行）

8日 乳・子宮ガン検診（山光荘）

15日 育児教室

19日　特別乳幼児健診

20日　体験農園収穫祭

21日　民生委員会

23日　行政相談週間

25日　農業委員会

26日　資源ゴミ収集

27日　第4回林間ロードレース

道の駅イモ煮会

28日　リハビリ教室

30日　教育委員会

末
永
く
、
お
幸
せ
に
（
結
婚
）

慶

弔

西
和
出
村
　
　
　
　
菅
谷
　
裕
子

上
野
原
町
　
　
　
　
長
田
　
秀
二

（
川
　
原
　
畑
　
　
　
　
佐
藤
　
共
也

横
　
浜
　
市
　
　
　
　
香
山
　
美
波

（
中
　
神
　
地
　
　
　
　
山
口
　
弥
生

静
　
岡
　
県
　
　
　
　
菊
間
　
和
也

（
上
　
中
　
山
　
　
　
　
平
賀
　
夕
子

忍
　
野
　
村
　
　
　
　
萱
沼
　
良
貴

（

◇
八
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

※
九
月
定
例
議
会
及
び
、
十
三
年
度
決
算
事
業
等
に

つ
い
て
は
、
十
一
月
の
広
報
誌
に
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

コ
ス
モ
ス

川
村
　
　
佐
藤
と
よ
子
さ
ん

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

西
和
出
村
　
山
口
孟
子
さ
ん


